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▶日時　 5月1日㈫～平成28年3月31日㈭（土・
日曜日、祝日を除く）午前8時30分～午後5時
15分
▶場所　下水道課（前谷1―1）
▶認可された事業計画
・行田都市計画下水道事業行田公共下水道（都市
計画法）
▶内容
・事業施行期間の延伸（平成24年度から平成27
年度に延伸）

・事業計画区域の拡大（藤原町1・2・3丁目ほか
の追加）

・合流改善施設の位置付け（遮集幹線管渠の追加）
など
▶問い合わせ　同課工務担当☎564―0303

　本市では、不動産鑑定の結果を基に、長野土地
区画整理事業で開発した市有地（長野5丁目地内）
の分譲価格を4月から値下げしました。値下げ幅
は、前年比約6.5パーセントで、2年ぶりの改定
になります。
　分譲地は11区画で、区画の広さは約218～
約2,357平方メートル。価格は区画によって異
なりますが、1平方メートル当たり28,900円～
33,100円です。また、全線開通した南大通線に
面し、ＪＲ行田駅へ直結する市内循環バスが通る
など交通の利便性が高く、周辺にはさきたま古墳
公園や古代蓮の里など良好な生活環境が整った場
所です。ぜひ、お求めください。

▶問い合わせ
　都市計画課公園担当☎550―1550

　本市は、さきたま古墳公園、忍城址、古代蓮の里、
足袋蔵、ゼリーフライ、フライなど多くの観光資源
に恵まれ、たくさんの観光客が訪れるまちです。行
田市観光協会は、行田の魅力を広く発信し、市の活
性化に寄与する活動を行っています。この観光協会
の活動を通じて「元気な行田」をつくるため、観光
協会の会員となって応援してくださる個人・法人・
団体を募集します。
　会員になると観光情報館「ぶらっと♪ぎょうだ」
で商品を出品することができます。出品数はスペー
スの都合上、限りがありますが、店舗のアピールと
して活用してみてはいかがでしょうか。

▶特典
○観光客からの問い合わせに対する会員の紹介
○テレビ・ラジオ・雑誌などの取材に対する会員
の紹介

○観光協会ホームページにおける会員（店舗）の紹介
○観光協会ホームページと会員情報掲載ページと
のリンク

○観光協会発行のパンフレットに会員情報を掲載
○観光案内所における会員作成パンフレットの提供
○観光情報館「ぶらっと♪ぎょうだ」での商品の
出品

○インターネットバナー広告料の割引
▶年会費　 1口2,000円
　【個人】　 1口以上 
　【法人】　 5口以上 
　【団体】　 5口以上
▶申し込み・問い合わせ
　同協会事務局（商工観光課内・内線382）
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兼
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介
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兼
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兼
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兼
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時
※医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

・行田中央総合病院　　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り

たいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相
談窓口につながります（携帯電話可）。

・相談時間　【月～土曜日】午後7時～11時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

乳がん・子宮頸がん・大腸がんの
無料検診を実施します

　国の政策により、「がん検診推進事業」として、対象
者に、検診費用が無料となるがん検診クーポン券（乳
がん・子宮頸がん・大腸がん）を送付します。対象者
は、ぜひクーポン券を利用した検診の受診をお勧めし
ます。なお、クーポン券は4月20日時点で市内在住の
方を対象に、5月中旬から下旬に郵送します。

乳がん検診（クーポン券対象者）※市内在住の女性
昭和46年4月2日～昭和47年4月1日生まれの方
昭和41年4月2日～昭和42年4月1日生まれの方
昭和36年4月2日～昭和37年4月1日生まれの方
昭和31年4月2日～昭和32年4月1日生まれの方
昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生まれの方

子宮頸がん検診（クーポン券対象者）※市内在住の女性
平成3年4月2日～平成4年4月1日生まれの方
昭和61年4月2日～昭和62年4月1日生まれの方
昭和56年4月2日～昭和57年4月1日生まれの方
昭和51年4月2日～昭和52年4月1日生まれの方
昭和46年4月2日～昭和47年4月1日生まれの方

大腸がん検診（クーポン券対象者）※市内在住の方
昭和46年4月2日～昭和47年4月1日生まれの方
昭和41年4月2日～昭和42年4月1日生まれの方
昭和36年4月2日～昭和37年4月1日生まれの方
昭和31年4月2日～昭和32年4月1日生まれの方
昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生まれの方

おとなの健康

こころの相談（要申し込み）
日　　時	 5月16日㈬
　　　　	 ※時間は申し込みの際にお知らせします。
対　　象	 いつも不安、夜眠れない、生活のリズム

が乱れている、自分の性格や人間関係に
悩んでいる、飲酒量が多くやめられない
など、こころに悩みのある方

そ の 他	 随時、電話での相談も受け付けます。

糖尿病健康相談（要申し込み）
日　　時	 6月12日㈫午前10時～11時
対　　象	 糖尿病について心配のある方

健康相談（申し込み不要）
日　　時	 6月12日㈫午前10時～11時
対　　象	 健康に関する相談をしたい方

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康
乳幼児健診

名　　称	 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児
歯科健診、3歳児健診

そ の 他	 転入されたお子さんで、前住所地で受診
していない方は保健センターへご連絡
ください。

ポリオ予防接種
受付日時	 5月21日㈪午後1時30分～2時
対　　象	 平成23年3月生まれのお子さん（追加）
	 平成23年10月生まれのお子さん（初回）

ＢＣＧ予防接種
受付日時	 6月4日㈪午後1時30分～2時
対　　象	 平成24年2月4日～29日生まれのお子さん
※ポリオおよびＢＣＧとも対象児以外で、まだ受け
ていないお子さん ( ポリオは7歳6カ月未満、Ｂ
ＣＧは６カ月未満 ) は、この機会に受けてくださ
い。なお、ワクチンの準備などがありますので、
事前にご連絡ください。

乳幼児相談（要申し込み）
受付日時	 6月1日㈮午前9時30分～11時30分
対　　象	 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
受付日時	 6月1日㈮午前10時15分～10時30分
対　　象	 平成23年12月15日～平成24年1月14

日生まれのお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

期　　日 医療機関名

5月20日㈰ 壮幸会行田総合病院

5月27日㈰ 行田中央総合病院

期　　日 医療機関名

6月3日㈰ 壮幸会行田総合病院

6月10日㈰ 行田中央総合病院
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家族のつどい
　こころの病気をお持ちの方の家族を対象に「家族
のつどい」を行っています。家族同士の交流や、情報
交換の場として参加してみませんか。

日　　時	 5月16日㈬、7月18日㈬、9月19日㈬、
11月14日㈬、平成25年1月16日㈬、3月
13日㈬いずれも午前10時～11時30分

場　　所	 保健センター１階談話室
そ の 他	 初めて参加する場合は保健センターまで

ご連絡ください。

高齢者の肺炎球菌ワクチン
接種費用助成について

　本市では、肺炎球菌によって起こる病気の発生や重
症化を防止するため、「肺炎球菌ワクチン」の予防接種
費用の一部を助成しています。

対　　象	 予防接種日当日、本市の住民基本台帳に記
載または外国人登録名簿に登録されている
70歳以上の方

助成金額	 １回2,500円（１人１回のみ）
申請方法	 接種日から1年以内に領収書、接種済証（医

療機関が発行したもの）、印鑑（朱肉を使用
するもの）、振込先が分かる通帳（接種を受
けた方の口座）を保健センターに持参して
ください。

お手軽運動教室
～ストレッチ体操と筋力アップを中心に～

　血液循環の改善・促進、疲労回復、自然治癒力の向
上、体の柔軟性向上などさまざまな効果があるストレ
ッチ体操。また、筋力をつけることにより、肥満をは
じめ、生活習慣病などの予防 ･改善にも効果がありま
す。楽しく、簡単で安全にできる運動を学びませんか。

日　　時	 6月7日㈭・26日㈫午前10時～11時30分
場　　所	「グリーンアリーナ」柔道場
内　　容	 ストレッチ体操・筋力アップの必要性と、

正しい実施方法を身に付ける。
講　　師	 遠藤良江さん（健康運動指導士）
対　　象	 運動に関心のある方
定　　員	 30人（先着順）
持 ち 物	 運動しやすい服装、

室内運動靴、飲み
物、タオル、健康
手帳、筆記用具

申し込み	 6月1日㈮までに直
接または電話で保
健センター

ひきこもり専門相談
日　　時	 毎月第1水曜日（※1月のみ第2水曜日）
　	 午後1時30分
場　　所	 加須保健所小会議室（加須市南町5―15）
対　　象	 思春期・青年期の課題を背景にひきこもり

状態にある方の家族および関係者
担　　当	 心理士・加須保健所職員
定　　員	 1回につき2人※要予約
費　　用	 無料
申し込み・問い合わせ
	 相談日の1週間前までに電話で同保健所保

健予防推進担当☎0480―61―1216

食生活改善推進員養成講座
　食は健康の基本です。自分のため、家族のため、地
域の方のために一緒に学んでみませんか。

養成講座（予定 )

※２回目以降は健康講座、健康教室と合同になります。
※時間は講義の際にお知らせします。
場　　所	 保健センターほか
食生活改善推進員の活動内容
・健康づくりのために地域の人たちと食について学び、
よりよい食生活を勧めるための手伝い。

・鉄剣マラソンや田んぼアート、農業祭などの市のイ
ベントに参加。

・定期的に健康な食事についての学習会や調理実習を
実施。

対　　象	 市内在住で修了後ボランティア活動が可能
な方

費　　用	 1,500円（テキスト代、材料費）
定　　員	 20人（先着順）
持 ち 物	 健康手帳、筆記用具
申し込み	 5月11日㈮までに電話で保健センター

回 期　日 内　　容（講師）

１ 5月 23日㈬ 開講式　オリエンテーション
調理実習（栄養士）

２ 7月 31日㈫ 歯からはじまる健康ライフ教室
（歯科衛生士、保健師）

３ 8月 28日㈫ 食事栄養バランス講座
（栄養士）

４ 9月 25日㈫、
10月 12日㈮

メタボ予防講座
（保健師、栄養士、健康運動指導士）

５ 12月 19日㈬ 大事な心臓の講座
（医師、保健師）

６ 平成 25年 1月
23日㈬・30日㈬

糖尿病予防教室
（医師、栄養士、保健師）

７ 平成 25年 2月
12日㈫・20日㈬

血液サラサラ教室
（医師、栄養士）



202012 . 5　市報 ぎょうだ

　市内に居住するために土地や建物を購入する勤労者
の方に対して、必要な資金の貸し付けを行っています。
▶貸付内容　　　　　　　（平成24年４月１日現在）

▶対　　象
・市内に居住、またはこれから居住しようとする勤労
者の方

・同一事業所に2年以上勤務している方
・20歳以上51歳未満の方
・世帯の月収が返済月額の5倍以上ある方で、返済し
ながら生活できる方

・市税の滞納がない方
▶問い合わせ
　商工観光課商工振興担当（内線383）または中央労働
金庫羽生支店☎048―561―8011

　ＤＶ、セクハラ、夫婦の問題、親子の問題などの相
談日が、毎週木・土曜日になりました（要予約）。
　秘密厳守で専門の相談員が悩みをお聞きします。
▶相談時間	 午後1時〜4時
▶そ の 他	 毎週土曜日の午後1時～2時は、市民の方

を対象とした電話相談も受け付けます。
▶問い合わせ	 ＶＩＶＡぎょうだ☎556―9301

　 6月1日は「人権擁護委員の日」です。熊谷人権擁
護委員協議会行田部会では、基本的人権を擁護し、人
権侵犯などのない明るい社会を築くため、特設人権相
談を開催します。
　家庭内のいざこざ・相続・借地・借家・差別・子ど
ものいじめ・虐待・その他日常生活でお悩みの方は、
気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は守られます。

▶日　　時	 6月13日㈬午前10時～午後3時
▶場　　所	 忍・行田公民館 第1Ａ・Ｂ会議室
▶相 談 員	 熊谷人権擁護委員協議会行田部会
	 　細村　圭右　氏　　原口　知宣　氏
	 　小林美恵子　氏　　松田　重俊　氏
	 　荒木みどり　氏　　松井　愛子　氏
	 　山野　達雄　氏　　永沼規美雄　氏
▶そ の 他	 人権相談は、毎月第2水曜日（午後1時30

分～3時30分）に、忍・行田公民館など
で実施しています。

▶問い合わせ	 人権推進課人権同和対策担当（内線221）

有担保 無担保

貸付金額 1,000万円以下 300万円以下

貸付利率 変動2.115％ 固定1.40％

貸付期間
25年以内（300万円以下の融
資は15年以内）

10年以内

保　　証
㈶埼玉県労働者信用基金協会
の保証、または弁済能力のあ
る連帯保証人1人以上

㈶埼玉県労働者信用基
金協会の保証

相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室 5月22日㈫※次回6月26日㈫の予約は6月1
日㈮から 午前9時～午後3時

地域づくり支援課
（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室 5月21日㈪、6月4日㈪ 午後1時30分～3時30分

結婚 VIVAぎょうだ 6月1日㈮ 午前9時30分～11時30分
（受け付けは午前9時30分～11時）

消費生活
多重債務 市役所 5月15日㈫～6月14日㈭の月～金曜日 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所 6月13日㈬※予約制 午後1時～4時50分

（受け付けは午後1時～4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554―2702
夫婦関係・ＤＶなど

（予約制） VIVAぎょうだ 5月17日㈭～6月14日㈭の木・土曜日
※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 5月15日㈫・18日㈮・22日㈫・25日㈮・29日㈫、
6月1日㈮・5日㈫・8日㈮・12日㈫ 午前10時～午後4時 商工観光課

（内線383）
人権 忍・行田公民館 6月13日㈬ 午前10時～午後3時 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内） 5月15日㈫ 午後1時30分～3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554―1411
水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 6月3日㈰ 午前8時30分～正午 水道課

☎553―0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 5月15日㈫・22日㈫・29日㈫、6月5日㈫・12日㈫ 午後5時15分～7時

各 種 相 談 （5月15日～6月14日）

勤労者住宅資金を貸し付けますVIVAぎょうだからのお知らせ 相談日が増えましたVIVAぎょうだからのお知らせ 相談日が増えました

特設人権相談を開催します特設人権相談を開催します

今 月 の 納 税
固定資産税・都市計画税・・・１期
軽自動車税・・・・・・・・・全期

納期限　 5月31日㈭
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・一年四組の窓から（あさのあつこ）
・ナミヤ雑貨店の奇蹟（東野圭吾）
・日本語の冒険（阿刀田高）
・デイジーのめちゃくちゃ！おさかなつり（ケス・グレ
イ／作、吉上恭太／訳）

・かっぱのこいのぼり（内田麟太郎／作、山本孝／絵）
・江戸の子ども行事と
　あそび12か月（菊地ひと美）

▶日　　時　 5月16日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　２、３歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時　 5月26日㈯午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児
▶主　　催　おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時　 6月2日㈯午後２時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生
▶主　　催　おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時　 6月9日㈯午後２時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生
▶主　　催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▼
日
時　
毎
月
第
1
・
2
・
3
土
曜
日
午
前
9

時
～
9
時
30
分
※
開
講
式
は
6
月
2
日
㈯
午

前
9
時

▼
場
所　
郷
土
博
物
館

▼
内
容　
素
読
（
主
と
し
て
漢
文
、
漢
詩
、
俳

句
な
ど
を
繰
り
返
し
音
読
す
る
）
を
通
し

て
、
言
語
文
化
に
親
し
み
、
豊
か
な
言
語
感

覚
を
養
い
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
保
護
者
が
送

迎
で
き
る
児
童
）

▼
定
員　
50
人

▼
参
加
費　
無
料

▼
主
催　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
㈶
忍
郷
友
会

▼
主
管　
㈶
忍
郷
友
会

▼
申
し
込
み　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
5
月
25
日
㈮
ま
で
に
持
参
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
3
6
1

―
0
0
5
2 

行
田
市
本
丸
2
―
20 

行
田
市

教
育
委
員
会
ひ
と
つ
く
り
支
援
課

　
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
6
―
0
7
7
0

▼
問
い
合
わ
せ

　
同
課
生
涯
学
習
担
当

　
☎
5
5
6
―
8
3
1
9

▶日　　時　 5月19日㈯午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　しらゆきひめ　ほか（計53分）
▶定　　員　 80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時　 6月12日㈫午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

　資源の有効活用を図るため、保存期限の過ぎた雑誌を
希望者に無料配布します。当日の状況によって予定時刻
よりも早く終了する場合や、冊数制限をさせていただく
場合もありますが、ご了承ください。
▶日　　時　 5月20日㈰午前10時～午後5時
▶場　　所　図書館事務室東側

▶日　　時　 6月8日㈮午後２時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　「のぼうの城」ほか
　　　　　　絵本や紙芝居
▶主　　催　おしゃべりインコの会

読み語りの会

移動図書館巡回日程

※変更となる場合もあります

北河原小 5月15日㈫
荒 木 小 5月16日㈬
埼 玉 小 5月17日㈭
太田西小 5月18日㈮
須 加 小 5月23日㈬
泉 小 5月24日㈭
北 小 5月30日㈬

太田東小 6 月 1 日㈮
星 宮 小 6 月 6 日㈬
南河原小 6 月 8 日㈮
北河原小 6月12日㈫
荒 木 小 6月13日㈬
桜ヶ丘小 6月14日㈭

午前9時30分～午後7時
5月1日㈫・2日㈬・7日㈪・14日㈪・
21日㈪・28日㈪・31日㈭、6月4日㈪
・11日㈪

新 着 図 書

おはなし会

忍
藩
子
ど
も
塾

　
　

素
読
教
室
の
生
徒
募
集

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください



古代ロマンを感じながら力走

　4月1日、第28回行田市鉄剣マラソン大会が開催されました。
　東日本大震災の影響を受け、2年ぶりに開催されたこの大
会に、総勢3,518人の方が参加。また、ゲストランナーには、ア
テネオリンピックなど数々の世界大会で日本代表として活躍
した大島めぐみさんを迎え、大会を盛り上げました。
　澄み切った青空の下、古代蓮の里からさきたま古墳公園を含
む周回コースに挑んだ選手たちは、肌で古代ロマンを感じなが
ら、さわやかな汗を流していました。

「ぶらっと♪ぎょうだ」がついにオープン

　４月２日、商工センター１階に観光情報館「ぶらっと♪ぎょ
うだ」がオープンしました。
　工藤市長らによるテープカットなど、華々しく行われた記
念式典の後、参加者は館内を見学。漬物やせんべいなどの
名産品が数多く並び、休憩スペースや赤ちゃんの駅も完備さ
れた同館が、観光情報の発信地として大きな役割を果たす
ことでしょう。

桜の下で春を満喫

　4月7日、水城公園桜ボンボリまつりが市民広場で開催されま
した。
　見ごろを迎えた桜の下には、フリーマーケットや食品販売な
ど多種多様な出店が並び、買い物を楽しむ人、シートを広げて
お弁当を食べる人など、誰もが思い思いの時間を過ごしていま
した。行田大茶会も行われ、参加者は目の前でたてられたお茶と、
桜やチョウをかたどった和菓子を味わい、春を満喫していました。

球春到来

　３月25日、総合公園野球場で女子大学野球第１回尚平対抗戦が
行われました。
　女子野球トップチームの尚美学園大学女子硬式野球部と平成国
際大学女子硬式野球部の対戦を一目見ようと、同球場には多くの
観客が詰め掛けました。今年開催される世界選手権の日本代表に
両チーム合わせて６人の選手が選ばれているチームとあって、選手
たちは、男子顔負けのハイレベルなプレーを披露。白熱した試合を
繰り広げた両チームに大きな拍手が送られていました。

Gyoda City Photo Studio
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行田の農産物が給食に使われているよ

　3月19日、「学校給食交流会」が桜ヶ丘小学校で行われました。
　この交流会は、行田市地産地消推進協議会が「地産地消」の
推進を目的に、生産者、消費者である児童、関係者らが、学校で
一緒に給食を食べて、給食に使用されている地元の農産物に
対して理解を深めるため開催したもの。児童たちは、おいしそ
うに給食を食べながら、参加者と交流を図っていました。

大地の恵みを堪能

　3月25日、ＪＡほくさい行田中央支店で第33回行田市農業祭
が行われました。
　新鮮でおいしい農産物が手に入るとあって、会場は朝早くから
多くの人でにぎわいました。途中行われたもちつき大会では、つ
きたてのもちが来場者に振る舞われ、青大豆から作ったずんだあ
んをまぶしたもちが大人気。「甘くてコクがある」と好評を得てい
ました。訪れた人は、地元の大地の恵みを存分に堪能することが
できたことでしょう。

目指せ！交通事故ゼロ！

　4月6日、産業文化会館駐車場で春の全国交通安全運動
出発式が行われました。
　「高齢者による交通事故をゼロにすること」を重点目標に
掲げた出発式。県立進修館高等学校空手道部の演武や、吹
奏楽部の演奏も行われ、式を盛り上げました。その後行われ
た交通安全パレードでは、横断幕やのぼりを持った参加者
が忍城址まで行進し、交通事故抑止の意識向上を呼び掛け
ていました。

自衛隊の災害活動を紹介

　3月24日、「みらい」文化ホールで、陸上自衛隊朝霞駐屯地司令
陸将補の山下裕貴さんを講師に迎え、行田市自衛隊協力会主催
の講演会が行われました。
　この講演会では、東日本大震災における自衛隊の救助活動の様
子や福島第一原発事故への対応、さらには、災害が発生したとき
に取るべき行動などを紹介。参加者は、自衛隊の活動状況に熱心
に聞き入り、「もしものとき」に備えて行動できるよう、防災意識
を高めていました。

写真館

写真館
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中
国
か
ら
海
を
渡
り
、

異
国
の
地
・
日
本
で
夢
を
か
な
え
た
画
家

張ち
ょ
う　
益え
き
が
く学 

さ
ん
（
49
歳
・
犬
塚
）

　
「
長
い
時
間
を
か
け
て
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
形

に
し
て
い
く
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
け
ど
ね
」
と
流
ち
ょ

う
な
日
本
語
で
絵
の
魅
力
を
語
る
の
が
、
今
月
紹
介

す
る
中
国
遼り

ょ
う
ね
い寧

省
出
身
の
画
家・張
益
学
さ
ん
で
す
。

　
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
り
、
画
家
に
な
る
こ
と
を

決
意
し
た
の
は
19
歳
の
こ
ろ
。
美
術
の
愛
好
家
な
ら

誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
美
術
大
学
で
、
仕
事
を

し
な
が
ら
腕
を
磨
い
て
い
た
張
さ
ん
の
脳
裏
を
「
こ

の
ま
ま
会
社
員
と
し
て
一
生
過
ご
し
て
い
い
の
か
」

と
い
う
考
え
が
よ
ぎ
っ
た
そ
う
で
す
。
3
年
間
の
猛

勉
強
の
末
、
中
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
美
術
大
学
で

あ
る
、
国
立
上
海
戯
劇
大
学
舞
台
美
術
デ
ザ
イ
ン
学

部
の
試
験
に
見
事
合
格
。
大
学
生
活
を
通
じ
て
、
世

界
で
活
躍
す
る
画
家
の
展
覧
会
に
積
極
的
に
足
を
運

び
、
絵
に
対
す
る
視
野
を
広
げ
る
な
ど
、
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。「
画
家
に
な
る
」
と
い

う
夢
へ
の
階
段
を
着
実
に
上
っ
て
い
た
張
さ
ん
で
す

が
、「
幼
い
こ
ろ
か
ら
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
日

本
に
行
っ
て
、
画
家
と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
」
と

い
う
思
い
を
抑
え
き
れ
ず
、
25
歳
の
と
き
に
同
大
学

を
中
退
。そ
し
て
、す
ぐ
に
日
本
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
来
日
後
、
生
活
し
て
い
く
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
に

明
け
暮
れ
た
張
さ
ん
は
、
次
第
に
筆
を
手
に
す
る
機

会
が
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
「
画
家
と
し

て
日
本
で
活
躍
し
た
い
」
と
い
う
情
熱
は
衰
え
る
こ

と
な
く
、
各
地
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
足
を
運
ん

で
い
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
来
日
し
て
か
ら
8
年

が
経
過
し
て
も
、
画
家
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
自
分
の
夢
を
あ
き
ら
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
」
張
さ
ん
が
思
い
悩
ん
で

い
た
と
き
、
強
く
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、
今

は
亡
き
妻
か
ら
の
激
励
の
一
言
で
し
た
。「
あ
な
た

が
日
本
に
来
た
の
は
、
絵
を
描
く
た
め
で
し
ょ
う
」

そ
の
言
葉
で
迷
い
を
振
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
張
さ

ん
は
、
そ
れ
ま
で
働
い
て
い
た
会
社
を
辞
め
、
肖
像

画
を
描
く
仕
事
に
専
念
し
ま
し
た
。
ま
た
、
美
術
展

に
出
展
す
る
た
め
の
作
品
作
り
に
も
没
頭
し
、
初
め

て
出
品
し
た
第
45
回
全
日
本
肖
像
美
術
展
で
奨
励
賞

を
、
そ
の
翌
年
に
は
同
じ
美
術
展
で
最
高
の
賞
で
あ

る
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
画
家
と
し

て
の
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
た
張
さ
ん
は
、
そ
の
後
、

個
展
を
開
催
し
た
り
、
昨
年
は
日
本
最
大
規
模
を
誇

る
日
本
美
術
展
覧
会
に
も
出
展
し
た
り
と
、
画
家
と

し
て
次
々
と
夢
を
か
な
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
画
家
と
し
て
成
功
を
収
め
た
張
さ
ん
に
、
今
後
の

目
標
を
尋
ね
る
と
「
も
っ
と
絵
が
う
ま
く
な
り
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
純
粋
な
気
持
ち

が
、
ふ
る
さ
と
か
ら
遠
く
離
れ
た
異
国
の
地
で
、
夢

を
か
な
え
た
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
忍
　
　
　
　
岡
田
　
　
修

鹿し
か
お
ど
し
威
間
遠
に
刻
む
春
の
宵

　
　
　
　
　
持
田
　
　
　
丸
山
　
麟
一

や
う
や
く
に
顔
を
出
し
た
る
福
寿
草

　
　
　
　
　
壱
里
山
町
　
大
竹
　
祐
子

雪ゆ
き
げ解
水
清
き
音
し
て
利
根
の
堰せ

き

　
　
　
　
　
長
野
　
　
　
小
林
　
富
枝

亡
き
子
供
歳
を
か
ぞ
え
る
春
彼
岸

　
　
　
　
　
谷
郷
　
　
　
豊
田
　
蓮
里

い
た
い
け
な
児
の
留る

す

い

守
居
す
る
春
休
み

　
　
　
　
　
荒
木
　
　
　
髙
澤
よ
ね
子

雨
上
り
松
の
根
灯
す
福
寿
草

　
　
　
　
　
北
河
原
　
　
石
川
千
恵
子

風
強
し
緑
の
麦
田
波
模
様

　
　
　
　
　
持
田
　
　
　
伊
藤
　
洋
子

臘ろ
う

梅ば
い

や
い
か
な
風
雅
な
人
住
め
る

　
　
　
　
　
城
南
　
　
　
橋
本
千
枝
子

夫つ
ま

米
寿
ゆ
っ
く
り
春
を
生
き
て
を
り

　
　
　
　
　
持
田
　
　
　
小
林
　
芳
子

野
に
咲
き
し
矢
車
草
や
母
に
似
て

　
　
　
　
　
城
西
　
　
　
八
木
橋
近
蔵

山
間
の
畑
一
面
に
仏
の
座

　
　
　
　
　
長
野
　
　
　
吉
野
　
ら
ん

梅
匂
う
赤
子
抱
き
て
父
と
な
り

　
　
　
　
　
天
満
　
　
　
青
柳
　
欣
吾

ふ
る
さ
と
へ
帰
り
そ
び
れ
し
鴨
数
羽

　
　
　
　
　
城
西
　
　
　
青
木
　
洋
子

待
ち
わ
び
し
桜
咲
き
け
り
入
社
の
日

　
　
　
　
　
桜
町
　
　
　
吉
岡
　
守
子

初
咲
き
の
紅
梅
に
そ
っ
と
ほ
ゝ
よ
せ
る

　
　
　
　
　（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

「
胡
蝶
蘭
」（
ち
ぎ
り
絵
）

山
川
美
佐
子
（
堤
根
）

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き・
封
書

　で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句



○5月1日㈫〜31日㈭に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○応募者多数の場合は、6月4日㈪午前11時から市役所203会議室で公開抽選を行
います。　

平成23年 7月生まれの
お子さんを募集します
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お
い
し
い

お
茶
で
客
を

も
て
な
す
茶

道
。
お
茶
の

味
だ
け
で
な

く
、
季
節
に

応
じ
た
道
具

や
お
菓
子
の

選
択
、
振
る

舞
い
の
美
し

さ
や
心
使
い

と
い
っ
た
、

茶
席
を
形
作

る
一
つ
一
つ

に
も
茶
道
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

今
月
紹
介
す
る
太
田
公
民
館
茶
道
ク
ラ
ブ

は
、「
生
涯
学
習
を
始
め
て
み
よ
う
」
と
い
う
き

っ
か
け
か
ら
、
昭
和
54
年
に
誕
生
し
、
今
年
で

結
成
30
周
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
で

す
。
現
在
、
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
の
午
後
1

時
30
分
か
ら
3
時
ま
で
、
9
人
の
メ
ン
バ
ー
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

茶
道
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
が
あ
り
ま
す

が
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
16
世
紀
に
茶
の
湯
（
茶

道
）
を
完
成
さ
せ
た
千せ

ん
の
り
き
ゅ
う

利
休
を
祖
と
す
る

「
表お

も
て
せ
ん
け

千
家
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
金
子

洸ひ
ろ
こ子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
ふ
す
ま
の
開
け
閉

め
や
お
じ
ぎ
、
歩
き
方
か
ら
お
茶
の
た
て
方
、

味
わ
い
方
ま
で
、
日
々
作
法
の
習
得
に
励
ん
で

い
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
「
日
常
の
騒
々
し

さ
を
忘
れ
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。
ま
た
、
足
腰
に
痛

み
が
あ
る
メ
ン
バ
ー
で
も
、
楽
な
姿
勢
で
お
茶

小
林
　
歩あ
ゆ
む夢

ち
ゃ
ん（
中
央
）

父
・
尚
樹
さ
ん　
母
・
智
子
さ
ん

平
成
23
年
5
月
18
日
生
ま
れ

「
マ
マ
の
ご
飯
、大
好
き
っ
!!
」

島
村
　
悠ゆ
う
と仁

ち
ゃ
ん（
南
河
原
）

父
・
憲
弘
さ
ん　
母
・
由
起
子
さ
ん

平
成
23
年
5
月
3
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
暴
れ
ん
坊
将
軍
♡
」

吉
田 

悠ゆ

き

や

希
也
ち
ゃ
ん（
押
上
町
）

父
・
敦
司
さ
ん　
母
・
江
利
さ
ん

平
成
23
年
5
月
17
日
生
ま
れ

「
心
も
体
も
健
や
か
に
育
っ
て
ね
。」

枝
並 
凛り
ん
た
ろ
う

汰
郎
ち
ゃ
ん（
緑
町
）

父
・
基
士
さ
ん　
母
・
佳
奈
さ
ん

平
成
23
年
5
月
6
日
生
ま
れ

「
ス
ク
ス
ク
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
」

綿
貫 

す
み
れ
ち
ゃ
ん（
栄
町
）

父
・
友
和
さ
ん　
母
・
泉
さ
ん

平
成
23
年
5
月
6
日
生
ま
れ

「
小
さ
く
て
も
強
い
花
に
♡
」

平成 23 年

5 月生まれの
おともだち

太田公民館　茶道クラブ
〜真心を込めたおもてなしを〜

を
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
手
作
り

の
机
と
い
す
を
用
意
す
る
な
ど
、
お
茶
を
通

し
て
メ
ン
バ
ー
同
士
が
心
を
通
わ
せ
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。

　
「
茶
道
を
始
め
て
か
ら
自
然
と
姿
勢
を
正

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」「
茶
碗
の
柄
に
目

が
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」「
旅
行
先
で

お
茶
に
合
う
お
菓
子
を
探
し
て
し
ま
い
ま

す
」
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
に
茶
道
の
心
が

根
付
い
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
太
田

西
小
学
校
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
お
茶

を
教
え
た
り
、
7
月
に
行
わ
れ
る
行
田
蓮
ま

つ
り
で
2
0
0
人
に
お
茶
を
振
る
舞
っ
た
り

と
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
お
茶
の
味
わ
い
を
広

め
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
行
田
蓮
ま
つ
り
で
、
茶
席
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
同
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
真

心
が
込
め
ら
れ
た
、
お
い
し
い
お
茶
に
出
会

え
ま
す
よ
。

▼
問
い
合
わ
せ　

大
谷
☎
5
5
9
―
3
7
2

1
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S
w
i
n
g
」
ほ
か　
▼
入
場
無
料　

▼
そ
の
他　

団
員
募
集
中　

▼
問　

長
島
邦
明
☎
5
5
4
―
9
8
0
0

　
映
画
「
の
ぼ
う
の
城
」
が
今
秋
い

よ
い
よ
公
開
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
大
勢
の
観
光
客
が
本
市
を
訪
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
行
田
の
魅
力

を
訪
れ
た
方
々
に
紹
介
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
こ
れ
か
ら
勉
強
し
よ
う
と
い
う
方

に
は
、
先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が

丁
寧
に
教
え
ま
す
。

▼
�
・
問　
観
光
案
内
所
（
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
受
付
）
☎
5
5
0
―

1
6
1
1
ま
た
は
行
田
市
観
光
協
会

（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
3
8
2
）

《
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
）

業
務
》

▼
期
間　
6
月
25
日
㈪
～
8
月
5
日

㈰
※
2
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　

▼
時
間　
午
前
7
時
～
9
時　
▼
業

務
内
容　

観
光
案
内
お
よ
び
電
話

応
対
な
ど　

▼
時
給　

9
0
0
円　

▼
募
集
人
数　
3
人

募

　
　
　集

募

　
　
　集

行
田
観
光ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

　
臨
時
職
員

《
古
代
蓮
の
里
観
光
案
内
業
務
》

▼
期
間　
6
月
25
日
㈪
～
8
月
5
日

㈰
※
2
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　

▼
時
間　

午
前
8
時
～
午
後
1
時　

▼
業
務
内
容　
観
光
案
内
お
よ
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど　
▼
時
給　

8
3
0
円　
▼
募
集
人
数　
3
人　

観
光
案
内
所
・
古
代
蓮
の
里
観
光
案

内
い
ず
れ
も

▼
�　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

5
月
14
日
㈪
ま
で
に
商
工
観
光
課

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
面
接

に
て
選
考　

▼
問　

同
課
（
内
線

3
8
2
）

▼
日
時　
5
月
20
日
㈰
正
午
～
午
後

6
時　
▼
集
合
場
所　
Ⅴ
Ⅰ
Ⅴ
Ａ
ぎ

ょ
う
だ　
▼
内
容　
市
内
循
環
バ
ス

や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
乗
っ
て
、
忍

城
址
な
ど
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

る
。　

▼
対
象　

市
内
外
を
問
わ

ず
、
結
婚
を
希
望
す
る
20
歳
～
49
歳

の
独
身
の
方　
▼
定
員　
男
女
各
20

人　

▼
参
加
費　

5
0
0
円　

▼

�　
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

職
業
、
趣
味
・
特
技
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

記
入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）
と
80

円
切
手
1
枚
を
同
封
の
う
え
、
5
月

9
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。【
郵

送
】
〒
3
6
1
―
8
6
0
1 

行
田

市
本
丸
2
―
5 

行
田
市
地
域
づ
く

り
支
援
課　
▼
そ
の
他　
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
結
果
は

全
員
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
電
話

に
よ
る
予
約
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。　

▼
問　
同
課
（
内
線
2
5
2
）

▼
日
時　
5
月
24
日
㈭
午
前
10
時
～

正
午　
▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
学
習
室　
▼
講
師　
渡
辺
幸
子
さ

ん　
▼
対
象　
市
内
の
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者　

▼
定
員　

親
子
25

組
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料　

▼

持
ち
物　

の
り
、飲
み
物　

▼
�
・

問　
5
月
8
日
㈫
～
23
日
㈬
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ

☎
5
5
6
―
9
3
0
1
※
月
曜
日
休

館▼
日
時　
6
月
3
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
曲
目　
「
春
の
猟
犬
」「
タ
ン

ゴ
・
ア
ラ
カ
ル
ト
」「
L
e
t
s̓ 

「
親
子
で
楽
し
く
リ
ズ
ム
体
操
！

＆
か
ん
た
ん
せ
い
さ
く
」

第
11
回
で
あ
い
の
つ
ど
い

「
歴
コ
ン
〜
忍
城
恋
の
陣
〜
」

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

第
5
回
定
期
演
奏
会

広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245

▼
日
時
　
6
月
23
日
㈯
正
午
開
演　

▼
場
所　
熊
谷
会
館
（
熊
谷
市
末
広

3
―
9
―
2
）　

▼
内
容　

彩
の
国

さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
芸
術
監
督
の
蜷

川
幸
雄
さ
ん
が
、
歌
舞
伎
俳
優
の
尾

上
菊
之
助
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。　

▼
定
員　
1
千
1
7
6
人
（
全
席
自

由
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選　
▼
入
場
無
料　
▼
�　
は
が
き

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）、
年
齢
、
会
員
番
号
（
財
団

メ
ン
バ
ー
ズ
の
方
の
み
記
入
）、
希

望
人
数
（
一
枚
の
は
が
き
で
２
人
ま

で
）
を
記
入
の
う
え
、
6
月
8
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
は
が
き
】
〒
3
3
8
―
8
5
0
6　

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
峰
3
―
15
―

1
（
公
財
）
埼
玉
県
芸
術
文
化
振
興

財
団
「
千
の
目
6
／
23　
入
場
募
集

係
」　

▼
そ
の
他　

抽
選
結
果
の
発

表
は
、
入
場
券
の
発
送
を
も
っ
て
行

い
ま
す
。　
▼
問　
財
団
メ
ン
バ
ー

ズ
事
務
局
☎
0
4
8
―
8
5
8
―

5
5
0
7

N
I
N
A
G
A
W
A
千
の
目
（
ま
な
ざ
し
）

第
25
回
i
n
熊
谷

　
　

尾
上
菊
之
助
×
蜷
川
幸
雄
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第
8
回
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き

～
蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

2
0
1
2
～

▼
日
時　
5
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
4
時
（
20
日
は
午

後
3
時
ま
で
）
※
雨
天
決
行　

▼

集
合
場
所　

足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

▼
内
容　

市
内

中
心
部
に
あ
る
16
棟
の
足
袋
蔵
な

ど
で
、
作
品
展
示・販
売
、
演
奏
会
、

遊
び
体
験
な
ど
を
同
時
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
や

人
力
車
も
登
場
し
ま
す
。　

▼
参

加
費　
【
大
人
】
2
0
0
円
【
小
学

生
】
1
0
0
円
※
着
物
で
参
加
の

方
は
無
料
。
さ
ら
に
「
Ｍ
ｙ
足
袋

づ
く
り
体
験
」
1
千
円
割
引
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト　

▼
特
典　

足
袋
と

く
ら
し
の
博
物
館
入
館
無
料
、
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
無
料
、
藍あ

い

染

め
体
験
割
引　

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

▼
問　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
5
5
2
―
1
0
1
0

▼
日
時　

5
月
27
日
㈰
正
午
～
午

後
1
時
、
午
後
3
時
～
4
時
（
２

回
公
演
）
※
雨
天
中
止　

▼
場
所　

忍
城
址　

▼
出
演　

潮
崎
ひ
ろ
の

さ
ん
（
市
内
在
住
の
歌
手
）　

▼
観

覧
無
料　
▼
主
催　
㈲
ア
ン
ク
ル
・

エ
ム
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ　

▼
協
力　

㈲
ポ
ッ
プ
企
画　
▼
問　
同
企
画
☎

5
5
4
―
0
7
8
9

▼
日
時　
6
月
4
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
▼
場
所　
総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　

▼
内
容　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託

児
付
き
）　

▼
対
象　

市
内
在
住
で

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　
▼
定
員

30
人　
▼
参
加
費　

1
0
0
円　
▼

主
催　
行
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会　
▼
後
援　
行
田
市
、
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
�
・
問　

同
協
議
会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0　

▼
日
時　
6
月
1
日
㈮
午
後
1
時
～

4
時　
▼
場
所　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル
（
さ
い

た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―
7
―

5
）　

▼
対
象　

平
成
25
年
3
月
に

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
方
、
ま
た
は
1
～
3
年
以
内

の
既
卒
の
方　
▼
そ
の
他　
履
歴
書

複
数
枚
持
参
、
入
退
場
自
由
、
参
加

企
業
の
求
人
な
ど
の
情
報
誌
を
配
布　

▼
問　
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
☎

0
4
8
―
6
4
7
―
4
1
8
5

▼
日
時　
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
～

6
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）　

▼
場

所　
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
住
ま
い

相
談
プ
ラ
ザ
内
（
さ
い
た
ま
市
大
宮

区
錦
町
6
3
0
）　
▼
内
容　
埼
玉
県

住
ま
い
づ
く
り
協
議
会
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
推
進
委
員
会
委
員
が
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
技
術
的
な
留
意

点
、
業
者
の
選
び
方
や
契
約
の
仕
方
、

工
事
施
工
中
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。　
▼
相
談

方
法　
電
話
ま
た
は
面
談
※
い
ず
れ

も
要
予
約　

▼
相
談
無
料　

▼
�
・

問　
同
公
社
住
ま
い
相
談
プ
ラ
ザ
☎

0
4
8
―
6
5
8
―
3
0
1
7

▼
日
時　
7
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
午

前
9
時
～
午
後
5
時　
▼
場
所　
中

央
公
民
館
第
1
学
習
室
（「
み
ら
い
」

内
）　

▼
内
容　

消
防
法
で
定
め
ら

れ
た
防
火
管
理
者
の
資
格
を
得
る
た

め
の
講
習　
▼
定
員　
50
人　
▼
費

用　

4
千
円
（
教
材
費
な
ど
）　

▼

�　

6
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮
に
印

鑑
、
費
用
、
写
真
1
枚
（
縦
3
㎝

×
横
2.5
㎝
で
3
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
）
を
消
防
本
部
予
防
課
へ

持
参　

▼
問　

同
課
☎
5
5
0
―

2
1
2
1

▼
日
時　
5
月
22
日
～
8
月
28
日
の

毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
30
分
～
9
時

20
分　
▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内
容　
生
き

た
英
会
話
を
楽
し
く
学
ぶ　

▼
定

員　

15
人　

▼
会
費　

月
額
1
千

円　
▼
�
・
問　
新
井
☎
0
8
0
―

6
7
0
3
―
0
1
2
3【
Ｅ
メ
ー
ル
】

m
eap.patch-adam

s0608
above@

ezw
eb.ne.jp

▼
日
時　
5
月
16
日
㈬
・
26
日
㈯
・

30
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時
30
分　
▼

場
所　

中
央
公
民
館
音
楽
室
（「
み

ら
い
」
内
）　

▼
内
容　

音
楽
に
合

わ
せ
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し

た
健
康
体
操
を
行
う
。　

▼
対
象　

成
人
女
性　

▼
そ
の
他　

申
し
込

み
不
要　
▼
問　
清
水
☎
0
8
0
―

6
6
1
5
―
1
0
7
8

求
人
企
業
合
同
面
接
会

行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
大
使

　

潮
崎
ひ
ろ
の
♪
震
災
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ

埼
玉
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

専
門
相
談
窓
口

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習

Ａ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ　

英
会
話

3
Ｂ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ

無
料
講
習
会

講
習
会
・
教
室
な
ど

講
習
会
・
教
室
な
ど

相

　
　
　談

相

　
　
　談

子
育
て
相
談
室

　
　
　
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
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InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
5
月
27
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　
▼
場
所　
中
央
公

民
館
第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）

▼
内
容　
①
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
と
今
後
の
動
向
（
見
え
る
化
）

に
つ
い
て
②
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
現
地
調
査
報
告
（
太
陽
光
発
電
に

つ
い
て
）　

▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方　
▼
定
員　
50
人

（
先
着
順
・
要
申
し
込
み
）　
▼
参
加

無
料　

▼
主
催　

行
田
環
境
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム　
▼
�
・
問　
中
村
☎

0
9
0
―
1
7
7
8
―
4
0
6
2

▼
日
時　
6
月
9
日
～
平
成
25
年
5

月
の
土
曜
日
（
月
2
回
）
午
前
9
時

～
正
午　
▼
場
所　
忍
・
行
田
公
民

館　
▼
内
容　
日
本
舞
踊
の
実
技
お

よ
び
邦
楽
器
の
体
験　
▼
対
象　
市

内
在
住
の
小
学
生
～
高
校
生
※
邦
楽

器
の
体
験
は
小
学
3
年
生
以
上　
▼

定
員　

30
人
（
先
着
順
）　

▼
費
用　

月
額
1
千
5
0
0
円　
▼
�　
5
月

19
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
に
直
接

忍
・
行
田
公
民
館　
▼
問　
西
川
宅

☎
5
5
6
―
3
2
4
5
ま
た
は
岩
下

☎
0
9
0
―
2
4
8
0
―
5
8
1
5

▼
日
時　
5
月
30
日
～
6
月
27
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
4
回
※
6
月
20
日

を
除
く
）
午
前
10
時
～
11
時　
▼
場

所　
「
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道

場　
▼
内
容　
中
国
古
来
の
気
功
法

を
体
験　

▼
対
象　

40
歳
以
上
で
、

健
康
に
気
を
付
け
て
い
る
方 

▼
費

用　
月
額
1
千
5
0
0
円　
▼
持
ち

物　
バ
ス
タ
オ
ル
1
枚　
▼
�
・
問　

総
合
武
術
教
室
武
活
道M

artial 

Arts Life

代
表
福
田
☎
5
5
4
―

9
6
8
7
ま
た
は
☎
0
9
0
―

3
5
9
4
―
9
5
9
0

▼
日
時　

5
月
27
日
㈰
午
後
1
時

～
5
時　

▼
場
所　
「
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　
▼
バ
ン

ド　
ワ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド　
▼
参
加

費　
1
千
円　
▼
主
催　
行
田
市
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
連
盟　
▼
後
援　
埼

玉
県
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
、
行

田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
体
育

協
会　
▼
問　
島
崎
宅
☎
5
5
4
―

3
6
7
3

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

健
康
気
功
法
講
座

第
24
回
春
の
舞
踏
大
会

※パソコンはウィンドウズ・ビスタ（ワード2007、エクセ
ル2007）です。

▼講習時間	 【午前】午前9時～正午　　
	 【午後】午後1時30分～4時30分
	 【夜間】午後7時～9時

▼場　　所	 中央公民館ＰＣ研修室（「みらい」内）

▼定　　員	 各コース20人（先着順）

▼受 講 費	 テキスト代相当

▼申し込み	 6 月 3日㈰午前10時から「みらい」文化
ホールで行います。電話での申し込みは、
窓口で定員に満たなかった場合に限り、午
前11時から受け付けます。

▼問い合わせ	 同館☎556―2649

【初めてのパソコン】（これからパソコンを始める方）
コース 日　程 時間
① 7月3日㈫・4日㈬・5日㈭・6日㈮ 午後
② 7月10日㈫・11日㈬・12日㈭・13日㈮ 午前
③ 8月28日㈫・29日㈬・30日㈭・31日㈮ 午前
④ 10月2日㈫・3日㈬・4日㈭・5日㈮ 午後

【ワード初級】（入門コース）
コース 日　程 時間
⑤ 7月24日㈫・25日㈬・26日㈭・27日㈮ 午前
⑥ 7月31日㈫、8月1日㈬・2日㈭・3日㈮ 午後
⑦ 9月11日㈫・12日㈬・13日㈭・14日㈮ 午前
⑧ 10月30日㈫・31日㈬、11月1日㈭・2日㈮ 午後

【エクセル初級】（入門コース）
コース 日　程 時間
⑨ 8月7日㈫・8日㈬・9日㈭・10日㈮ 午前
⑩ 8月21日㈫・22日㈬・23日㈭・24日㈮ 午後
⑪ 9月4日㈫・5日㈬・6日㈭・7日㈮ 午後
⑫ 11月6日㈫・7日㈬・8日㈭・9日㈮ 午前

【応用編】（インターネット、年賀状の作成およびデジタルカメラで撮
影した写真の加工など、楽しくパソコンを使います）

コース 日　程 時間
⑯ 11月27日㈫・28日㈬・29日㈭・30日㈮ 午後
⑰ 12月4日㈫・5日㈬・6日㈭・7日㈮ 午前
⑱ 12月11日㈫・12日㈬・13日㈭・14日㈮ 午前

【ワード中級】（初級より上のレベルです）
コース 日　程 時間

⑬ 9月19日㈬・20日㈭・21日㈮・25日㈫・26日㈬・
27日㈭・28日㈮ 夜間

⑭ 11月13日㈫・14日㈬・15日㈭・16日㈮・20日㈫・
21日㈬・22日㈭ 夜間

【エクセル中級】（初級より上のレベルです）
コース 日　程 時間

⑮ 10月10日㈬・11日㈭・12日㈮・16日㈫・17日㈬・
18日㈭・19日㈮ 夜間

パソコン講習会の受講生を募集します

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

第
11
回
公
開
学
習
会
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InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　

6
月
10
日
㈰
午
前
9
時　

▼
場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼

種
目　
団
体
戦
【
男
子
】
1
部
・
2

部
（
4
単
1
複
方
式
）
1
チ
ー
ム
4

人
【
女
子
】
1
部
・
2
部
（
2
単
1

複
方
式
）
1
チ
ー
ム
3
人
※
学
生
は

男
女
各
3
チ
ー
ム
ま
で　

▼
参
加

費　

1
チ
ー
ム
2
千
円
（
学
生
は

1
千
5
0
0
円
）
※
連
盟
未
登
録
の

場
合
は
2
千
5
0
0
円　

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　
▼

�
・
問　
5
月
23
日
㈬
午
後
7
時
ま

で
に
種
目
、
チ
ー
ム
名
、
メ
ン
バ

ー
名
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
。【
郵
送
】
〒
3
6
1

―
0
0
1
2 

行
田
市
下
須
戸
1

3
9
5 

行
田
市
民
卓
球
大
会
受
付

事
務
局
平
塚
宅
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
9

―
2
5
8
1　

▼
日
時　

6
月
5
日
㈫
午
前
9
時　

▼
場
所　
郷
土
博
物
館
玄
関
前　
▼

配
布
す
る
菊
苗　
厚
物
、
管
物
3
千

本　

▼
問　

商
工
観
光
課
（
内
線

3
8
2
）

	 《住民基本台帳人口》
行田市の人口と世帯	 人口85,194人　男42,441人　女42,753人　世帯数32,939世帯
（平成24年4月1日現在）	 3 月中の異動　出生55人　転入等368人　死亡86人　転出等407人

▼
勤
務
場
所　
古
代
蓮
会
館
お
よ
び

売
店　
▼
勤
務
期
間　
6
月
中
旬
～

8
月
中
旬
※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

（
勤
務
日
数
な
ど
応
相
談
）　
▼
勤
務

時
間　
午
前
7
時
か
ら
3
～
4
時
間

程
度
（
希
望
に
よ
り
延
長
可
）　

▼

業
務
内
容　
会
館
内
の
受
付
案
内
・

作
品
展
監
視
業
務
ま
た
は
売
店
接
客

業
務　
▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
の

方
で
、
土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
可
能

な
方　
▼
募
集
人
数　
若
干
名　
▼

時
給　
午
前
7
時
～
9
時
は
9
0
0

円
、
午
前
9
時
以
降
は
7
6
0
円　

▼
�　
5
月
27
日
㈰
ま
で
に
、
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
を
同
館
に
持
参　

▼
選
考
方
法　
書
類
審
査
の
う
え
面

接
を
実
施

▼
日
時　
7
月
14
日
㈯
午
後
2
時
30

分
開
演　
▼
場
所　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容　
多
彩
な
音
空
間

が
魅
力
の
打
楽
器
奏
者
、
野
尻
小
矢

佳
が
奏
で
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界　

▼
出
演　
野
尻
小
矢
佳
（
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
＆
ボ
ー
カ
ル
）、
井
之
上
南

（
ピ
ア
ノ
）　
▼
入
場
料　
全
席
指
定

【
一
般
】
1
千
円
【
中
学
生
以
下
】

5
0
0
円　
▼
助
成　
㈶
地
域
創
造　

▼
制
作
協
力　
㈳
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
事
業
協
会　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り

扱
い　
5
月
27
日
㈰
午
後
1
時
か
ら

同
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日
午
前
10
時

か
ら
）

▼
日
時　

8
月
18
日
㈯
【
1
回
目
】

午
前
11
時
開
演
【
2
回
目
】
午
後
2

時
30
分
開
演　
▼
場
所　
産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　
▼
入
場
料　
全
席
指

定
1
千
9
0
0
円
※
2
歳
以
下
の
ひ

ざ
上
観
賞
は
無
料
（
座
席
が
必
要

な
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い
）　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱

い　
5
月
27
日
㈰
に
午
前
9
時
か
ら

同
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発

売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日
午
前
10

時
か
ら
）

▼
日
時　
5
月
16
日
㈬
～
6
月
4
日

㈪
（
火
曜
日
休
室
）
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
30
分
※
入
場
は
午
後
4
時
ま

で　
▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容　
行
田
市

書
道
人
連
盟
会
員
の
作
品
展　
▼
入

場
無
料

行
田
市
民
卓
球
大
会

春
季
団
体
戦

申し込み・問い合わせ
産業文化会館

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

㈶行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

古
代
蓮
の
里
（
蓮
の
開
花

期
間
）
ス
タ
ッ
フ
募
集

し
ま
じ
ろ
う

　
　

お
と
ぎ
の
く
に
の

　
　
　
　

だ
い
ぼ
う
け
ん

ベ
ル
・
プ
ラ
ス
音
楽
交
流
事
業

　

打
楽
器

　

〜
地
上
と
天
空
の
音
楽
〜

第
17
回
彩
夏
書
展

市
の
花
・
菊
苗
の無

料
配
布

そ

　の

　他

そ

　の

　他
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戦
国
時
代
の
争
乱
の
中
で
、
成
田
氏
の
動
向
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
戦
国
大
名
が
い
ま
し
た
。
小
田

原
の
北
条
氏
と
越
後
の
上
杉
謙
信
で
す
。
北
条
氏う

じ
や
す康

と
成
田
長な

が
や
す泰
は
何
度
も
血
判
の
証し

ょ
う
も
ん文
を
取
り
交
わ
す

間
柄
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、永
禄
3
年
（
1
5
6
0
）

に
謙
信
が
関
東
に
侵
攻
す
る
と
長
泰
は
北
条
氏
を
離

れ
、
謙
信
に
味
方
し
て
相
模
国
ま
で
兵
を
進
め
ま
し

た
。し

か
し
、
謙
信
が
越
後
国
に
戻
る
と
長
泰
は

再
び
北
条
方
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
離
反
は
謙
信

の
大
き
な
反
感
を
買
っ
た
よ
う
で
す
。
永
禄
5
年

（
1
5
6
2
）
11
月
、
北
条
軍
と
武
田
軍
に
攻
め
ら

れ
て
い
た
松
山
城
（
東
松
山
市
）
を
救
う
た
め
、
謙

信
は
越
後
を
出
兵
し
ま
す
が
、救
援
は
間
に
合
わ
ず
、

翌
年
（
1
5
6
3
）
2
月
に
松
山
城
は
開
城
し
ま
し

た
。
目
標
を
失
っ
た
謙
信
は
、
軍
勢
を
成
田
長
泰
の

弟
小
田
朝と

も
お
き興
が
城
主
を
務
め

る
騎
西
城
に
向
け
ま
し
た
。

そ
の
理
由
を
「（
朝
興
は
）

自
分
に
対
し
て
不
平
不
満
は

な
い
の
だ
ろ
う
が
、
兄
が
裏

切
っ
た
の
だ
か
ら
同
罪
だ
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
結
局
、

騎
西
城
は
落
城
し
、
成
田
氏

は
再
び
上
杉
方
と
な
り
、
謙

信
は
成
田
氏
に
対
し
て
出
兵

を
命
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
謙
信
の
勢
力

に
衰
え
が
見
え
始
め
る
と
、

永
禄
９
年
（
1
5
6
6
）
の
半
ば
に
は
、
再
び
北
条

方
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
成
田
氏
の
当
主

も
長
泰
か
ら
息
子
の
氏う

じ
な
が長
に
交
替
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
北

条
氏
と
武
田
信
玄
が
対
立
し
た
た
め
、
北
条
氏
は
上

杉
謙
信
と
和
睦
し
、
永
禄
12
年
（
1
5
6
9
）
に
同

盟
を
結
び
ま
し
た
。
協
定
の
中
で
、
北
条
氏
は
北
武

蔵
の
有
力
な
領
主
の
上
杉
方
へ
の
帰
属
を
認
め
ま
し

た
が
、
謙
信
に
従
う
領
主
は
多
く
は
な
く
、
成
田
氏

長
も
謙
信
に
反
発
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

な
行
動
は
、
北
条
・
上
杉
双
方
か
ら
あ
ま
り
信
用
さ

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
北
条
氏う

じ

政ま
さ

・
氏う

じ

直な
お

親
子
は
謙

信
に
あ
て
た
手
紙
の
中
で
「
武
蔵
・
上
野
の
武
将
の

中
に
は
武
田
信
玄
に
内
通
す
る
も
の
が
い
る
。
特
に

成
田
氏
と
上
田
氏
（
松
山
城
主
）
か
ら
は
人
質
を
取

れ
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
同
盟
は
北
条
氏
康
の
死
去
に
よ
り

解
消
さ
れ
、
北
条
方
と
な
っ
た
成
田
氏
長
は

再
び
上
杉
軍
と
戦
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
天
正
2
年
（
1
5
7
4
）
に
上
杉
方

の
拠
点
で
あ
っ
た
関せ

き
や
ど宿
城
（
千
葉
県
野
田

市
）
と
羽
生
城
（
羽
生
市
）
が
落
城
す
る

と
、
謙
信
は
武
蔵
国
か
ら
完
全
に
撤
退
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
成
田
氏
長
は
羽
生
領

を
接
収
し
、
騎
西
領
や
菖
蒲
領
を
勢
力
下
に

置
く
北
武
蔵
最
大
の
領
主
へ
と
大
き
く
成
長

し
て
い
き
ま
し
た
。

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

忍
城
物
語

北
条
氏
と
上
杉
謙
信
の
争
い
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上杉軍が忍城攻めの拠点とした皿尾城の跡

フ ラ イフ ラ イ
　とうとうこの日

ひ

がやってきました！今
こんげつ

月はゼリーフライ
と同

どうよう

様、行
ぎょう

田
だ

を代
だいひょう

表するＢ級
きゅう

ご当
と う ち

地グルメ「フライ」を、
僕
ぼく

、フラべぇが紹
しょうかい

介するよ。
　フライは「お好

この

み焼
や

き」みたいなもので、水
みず

で柔
やわ

らかく
溶
と

いた小
こ む ぎ

麦粉
こ

を鉄
てつぱん

板の上
うえ

に薄
うす

く広
ひろ

げ、ネギ、肉
にく

、卵
たまご

などの
具
ぐ

をのせて、鍋
なべ

ぶたでぎゅっと押
お

し付
つ

けて焼
や

いていくん
だ。仕

し あ

上げにソースやしょうゆだれを塗
ぬ

って食
た

べると、も
う最

さいこう

高。「行
ぎょうだ

田に来
き

たら、まずはフライ」を合
あいことば

言葉に、フ
ライの魅

みりょく

力をみんなでＰＲしていきましょう。また来
らいげつ

月か
ら、こぜにちゃんにバトンタッチするね！

　4月1日に、2年ぶりに開催された鉄剣マラソン大会。
　5キロメートル・10キロメートル・ハーフの部にエントリーした選手
らは、さきたま古墳公園内を最後の力を振り絞って、駆け抜けていきまし
た（関連記事22ページ）。

撮影協力：かねつき堂

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。


